
三島江野草地区切り下げ区域とその周辺の現状と課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（撮影：平成 25 年 7 ⽉）
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課題 

運営管理への地域住⺠の 
参加が少ない 

植⽣管理の基準が未確定 
 
 
 現状 

⽔路の閉塞 池（２、3 段⽬の③〜⑦）の冠⽔ 
頻度が計画よりも少ない 

利⽤⼿続きが分かりづらい 

①

②
③

④
⑤⑥

⑦

１. ⽴地条件 
【位置】⾼槻市三島江地先（２３.４ｋ〜２３.９ｋ） 
【アクセス】⾼槻市営バス⻄⾯⼝ 徒歩１７分 
      ⾼槻市営バス三島江 徒歩１０分 
      阪急バス三島江 徒歩１７分 
【後背地の条件】 
  市街化調整区域 

4. 地形条件 
・■豊里■高水敷の標高が河岸部よりも低いため水がたまりやすく、大
小の“たまり”、湿地が広範囲に残されている。 

・■豊里■高水敷と水面との高低差は約 2.5ｍあり、12.6ｋ～13ｋ付近に
ある水際に沿った未舗装の管理通路部分が高水敷よりも高くなってい
る。 

 

断面（23.6ｋ） 

断面（23.6K）

3. ゾーニング 
 

 

2. 植⽣の状況 
・既に湛⽔している池には浮葉植物のアゾラが、その他の⽔

域はチクゴスズメノヒエ群落が繁茂している。池の縁では
⾼茎のヒメガマ群落、ヨシ群落、カンガレイ群落が成⽴。

・陸域はヨシ群落、セイタカヨシ群落等の⾼茎草草本群落。
・本川との境界部のマウンド上ではエノキやセンダンの他、

ウルシ類等の樹林植⽣ステージ初期の植⽣。 

第１回淀川河川公園中流右岸域地域協議会 
平成 25 年 8月 28 日 
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解説看板 

ロープ柵、⽊柵 

⽔辺環境保全･再⽣ゾーン

多⽬的利⽤ゾーン 

凡  例 

三島江野草地区の存在意義に
ついての情報発信の不⾜ 


